
塩野義製薬株式会社

会社概要　

塩野義製薬株式会社

設　立：1919年6月5日

社員数：連結約5,522人（2005年3月末現在）

資本金：212億7974万2717円（2005年3月末現在）

※本資料は、2005年9月に取材した内容をまとめ
たものです。

 情報システム部では、2004 年 6月にホスト
コンピュータを撤去するスケジュールを立て
て順次システムを各種パッケージを利用して
開発し、本番移行していきました。しかし各
システム間ごとにデータ提供元がデータ提供
先のニーズに応じて、データを編集・変換・
加工するためのプログラム開発コストの発生
が課題となりました。

塩野義製薬株式会社は、「常に人々の健康を守るために必要な最もよい薬を提供する」と
いう基本方針のもとに、多くの人々に優れた医薬品を提供し続けてまいりました。
2000 年からスタートした第一次中期経営計画では、全社的に業務及び情報システムの見
直しと再構築を推進しました。全社情報化計画に基づき BPR 及び脱ホスト化が決定され、
業務ごとの最適化を図った ERPパッケージが選択されましたが、各システム間のデータ連
携が複雑化して一元的な管理が難しくなってきました。

全社システム再構築において

目 標 と 課 題

脱ホスト化でR/3などの各ERPパッケージ間のデータ連携に
～開発工数削減だけでなく20年分のTAPEも廃棄に踏み切る～

2000.01 計画スタート 

2001.10 営業支援実消化管理システム稼動 

        (SIEBEL)

2002.04 製造システム稼動(R/3)

2003.04 会計システム稼動(R/3)

2003.07 特約店消化・支払い計算システム稼動 

2004.01 人事システム稼動(COMPANY)

2004.02 物流システム稼動

2004.04 販売管理システム稼動

2004.06 ホストコンピュータ撤去

処理内容は複雑になったため，HULFT や JP/1
と連携することで、全ての計画完了後の一元
的な管理を視野に入れたハブ機能の可能性が
検討されました。データの編集機能を持ち1ヶ
所で集中処理することで、連携の簡素化・工
数削減・運用負荷の軽減を目的に 2003 年 6月
に ETLツールを検討しました。
Waha!Transformer を導入した決め手は、5つ
のポイントがクリアできたことです。

・短時間で導入かつ導入コストも抑えたい
・短期間で開発が可能であること
・保守時の操作性が優れていること
・保守費用が軽減できること 
・導入実績とサポート面が安心なこと
既に一部で導入していた他社 EAI 製品も検討
されましたが、開発コストが高くリアルタイ
ム性が必然的な業務は非常に限られていたた
め、Waha!Transformerが導入されました。

情報システム部
課長

西森 弘訓 氏

情報システム部
課長

野添 照男 氏

効 果

現在 72本のジョブが稼動していますが、2 日
間のオンサイト教育だけで全て社内で開発で
きるようになり、簡単なジョブは半日から、
複雑なジョブでも数日で開発ができるように
なりました。既に情報システム部内では 10人
以上がWaha!Transformerを利用しています。
各種マスターファイルも、日付レベルで変更
履歴の抽出加工が可能な為、時点管理にも便
利に使用しています。
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本 数業 務 領 域

既に導入されていた製品と比較して社内工数は
１／３、2500万円のコスト削減を実現しました。


